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 加速中

“運動・スポーツで子ど           もたちを豊かに育み、そして輝かせる”

昨年６月から、徳島大学大学院　荒木秀夫教授と連携し、同教授
の脳科学を基盤としたコオーディネーショントレーニングを全

公立保育所において実施してきました。その結果、子どもたちに大
きな変化が現れています。さらにこの草の根的な取り組みは、今年
度から市内私立保育園４園、小学校２校がコオーディネーショント
レーニングを取り入れるなど着実にその根を広げています。
　今回は、注目を集める「プロジェクト K」の経過を体験談ととも
に紹介します。
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（注）　一般的にスポーツや運動に関して、運動の技術・技能の獲得を目的とし
たものを「コーディネーショントレーニング」と呼ぶ場合が多いが、ここで
は独自のトレーニングとしての学術的意味で「コオーディネーショントレー
ニング」という用語として用いています。



向
か
っ
て
物
を
正
確
に
投
げ
る
と

か
、
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

に
も
深
く
関
係
す
る
能
力
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
話
を
簡
単
に
す
る

た
め
に
、
平
衡
能
力
は
バ
ラ
ン
ス
を

取
る
能
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
考

え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
初
に
、
人
間
に
と
っ
て
の
バ
ラ

ン
ス
と
は
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か
を
考
え
て
み
ま
す
。
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、
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他
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違
っ
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平
衡
能
力
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す
と
い
う
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と
を
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解
す
る
必
要
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。
そ
も
そ

も
二
本
足
で
歩
い
た
り
、
走
っ
た
り

す
る
と
い
う
の
は
人
間
と
鳥
の
み
と

い
う
こ
と
に
な
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も
哺
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で
は
人
間
の
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で
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の
場
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触
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い
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大
き

く
は
3
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の
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に
分
か
れ
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こ
と

は
既
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
す
が
、

そ
の
土
台
と
な
る
第
一
の
段
階
に
あ

る
の
が
「
平
衡
能
力
」
で
す
。
そ
こ

で
、
ま
ず
は
平
衡
能
力
に
つ
い
て
取

り
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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、
す
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の
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の
基
礎
と
な
る
と
同
時
に
、
精
神
的

に
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
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と
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機
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が
弱
ま
る
こ
と
は
、
学
問
的

な
話
を
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で
も
な
く
日
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経
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。
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基
本
的
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
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と
な
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も
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す
。
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に
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保育士から見た
子どもの変化
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　各保育所における運動指導後の子どもたち
の変化をまとめました。

・教えていないのに、いつの間にかクラスの半数以上
の子どもが逆上がりや登り棒ができている。

・教えていないのに、クラス全員が登り棒を登ること
が出来ている。

・子どもたちの運動能力、コミュニケーション能力、
考える力などいずれも上がっているが、情緒面が最
も向上している。

・怪我をする子が圧倒的に減った。
・視野が広がった。
・風邪やインフルエンザで欠席する子が少なくなった。
・落ち着いて話が聞けるようになった。
・運動が苦手だった子も、運動の楽しさがわかり、笑
顔で意欲的に参加するようになった。

・ボールを捕ることへの恐怖心がやわらぎ、普段のド
ッジボールでも積極的にボールを捕ったり、投げた
りするようになった。

・体の使い方が上手くなり、積極的になった。
・給食をよく食べるようになった。
・運動だけではなく何事にも積極的に取り組むように
なった。

・走り方（走るときのバランスの取り方）が上手にな
っている。

・運動だけでなく、何事に対しても習得が早くなった。
・運動指導の日を楽しみにしている。
・運動にスムーズに取り組めるようになってきた。
・ボールの正しい使い方、簡単なルールなどを理解す
るようになった。

・ボールの遊び方などを毎月取り入れてもらえたこと
で、すごく上手になっている。

す
。
確
か
に
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も
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、
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っ
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こ
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が
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第
一
、
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の
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造
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を
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な
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ス
を
取
る
の
に
苦
労
す
る
こ
と
に
な
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す
ね
。
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鉛
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が
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と
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を
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感
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つ
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て
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と
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」
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し
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う
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※　初回は 5月、2回は 9月、3回は 2月に測定した結果です。
　市内保育所での体力テスト値 (男女平均 ) は、いずれも全国平均値を上回っ
ています。3回目の測定値が全国平均値に対して何％優れているかは、以下の
通りです。「バランス」、「身のこなし」が特に高いことがわかります。
【年中児】25 ｍ (7%)、立幅跳び (28％ )、テニスボール投げ (22%)、体支持持
続時間 (2%)、両足連続飛越 (22%)、開眼片足立 (48％ )

【年長児】25ｍ (4%)、立幅跳び (20％ )、テニスボール投げ (29%)、体支持持
続時間 (8%)、両足連続飛越 (12%)、開眼片足立 (54％ )

【分析：荒木　秀夫】
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なつき保育園園長 石井直彦さんの声
　昨年までの、嘉麻市におけるプロジェクトＫの
活動には、大変注目をしていました。というのも、

近頃良く感じることは、鼻や眼の上下な
どを怪我している子どもたちが多くなっ
たような気がしていることです。
　通常、よちよち歩きが始まり、行動範
囲が広がると、膝小僧や腕に生傷が絶
えません。それは動けば動くほどつまづ
いてしまう可能性が高いからですが、自
然と神経等が集中する顔を守る本能から肘や膝を着くことで
ガードしていたためです。
　ところが、近年では外で遊ぶことや歩くことすら減少して
いるため、肘や膝に大きな傷を持った子どもはあまり見当た
りません。結果的に、とっさに行動できず、顔から地面に着
いてしまうからです。
　当保育園は、保育方針として、勉強することも大切ですが、
それ以上に生活習慣をしっかりと身につけ、子ども自身が頑
強でたくましく、自己完結できる事が重要であると考え、音楽・
体育を通してリズム感やバランス感覚のいい子どもたちを育
成することとしています。
　これまで、サッカー教室やマラソン、和太鼓・マーチング
演奏などさまざまな取り組みをしてきましたが、今年度から
本格的にコオーディネーショントレーニングに取り組むこと
としました。
　第１回目で、子どもたちが生き生きと楽しく、一生懸命取
り組んでいる姿を見ていると、ひょっとしたら、未来のオリ
ンピック選手？を見たような気がします。

鴨生保育所 保育士 Bさんの声

　体力向上の日を楽しみにする子どもの姿が増え、
体を動かすことを喜んでいます。園庭の遊具に自分
から向かい、鉄棒で逆上がりをする子、縄跳びのコ

ツを自分でつかみ飛べるようになった子、いずれも、いつの間
にか自分たちで習得し、それが自信につながっているようです。
　いろんな経験から学んで欲しく、日々私たちも努力してい

かなくてはならないと感じています。

保育所所長さんの声

　今まで私たちがしてきた保育とは違う…そんな
思いから半信半疑で体力向上の取り組みが始まり

ました。
　ついつい声をかけたり、手を出したくなるのを制しながら、
子どもたちと一緒に指導を受けてきました。回を重ねるうちに、
子どもたちの表情、目の輝き、集中力、動きが変わっていくの
を感じ、自分たちでやってみようとする姿、そして、いつの間
にかできるようになっているのに、びっくりさせられました。
　環境を整えてやれば、教えなくてもできるのだと気づかせ
てくれました。

どんぐり保育所 保育士Aさんの声

　新年度が始まり、いよいよ４月からプロジェクト
Ｋのコオーディネーショントレーニングを受けた子
ども達が、新一年生となり小学校へと入学していきました。
　私は昨年度、年長児の子どもの成長を見守ってきました。
その中で、私が一番驚かされたのは、体力や運動能力の向上
も勿論ですが、その「観察力」です。子ども達は保育士の真
似をすることから、考える力、感じる力をぐんぐんつけていき、
それは運動だけに限らず、生活のあらゆる場面で発揮されま
した。小学校の先生がある日子どもたちの折り紙を折る姿を
見て、驚かれていたことがとても印象的です。
　これから、コオーディネーショントレーニングを受けた子
ども達が、一体どんなふうに成長していくのか、一保育士と
して期待せずにいられません。

○荒木　秀夫（あらきひでお）
　プロフィール
　徳島大学大学院 ソシオ・アーツ・アンド・
　サイエンス研究部 教授。
　運動生理学を専門として、脳科学を基盤にし
た運動と行動の制御を研究テーマとしている。

　実践的には、スポーツ・子どもの発達・学習問題などと関係
する脳の刺激感受性の向上を目的としたコオーディネーション
理論によるトレーニング・学習の普及に取り組んでいる。

５

  運動指導に参加した
    保育士の目線から…

今年度からは、私立みどり保育園・なつき
保育園・恵大保育園・めぐみ保育園の 4園、
大隈・碓井小学校がコオーディネーション
トレーニングを取り入れます。

  


